













































A . B . C三図を比較して特別活動の指導組織に変化のある乙とが認められるが，それぞれの
校務分掌表の検討は しばらく置くとして 指導組織の改革に着手した事例校の前後の経緯を概
括しておくととにする。






















A 図 校務分掌表(昭和 50年度)
学校運営組織
(1 )指導の分担
番 職 氏 名 教科分担 (協力指導組織) 児童数 年学 数i笠s 準装τ仁コ7 (担任) 国 算 理 三日主ニ 図工 家 体 書男女計
崩喜一
総計総計
2 好弘 1，31 1 1，010 
庁 留夫 5 6年書写・図工一部担当 940 の40
(略)
24 4宇ll江直美 21 22 43 2 14 36 
25 5佐 緑 18124 42 ( 180 ) 41 
26 5-1 出 浩一 平井加藤井上 延沢2 18140 38 
27 2西 i ノノ 加藤 /1 田代 /1 22118 40 I 37 
28 3石 千枝子 11 延沢 /1 牧田 21 18139 39 
29 西村 /ノ 延沢 21 J8 40 J98 
30 5牧 良子史 石井 22117 39 ( 192 )日L
31 平 祥子








q究u 教研 科究 外部『 校給食教1同Z 一一一(草野・本間@片桐・葛寵貫・武富)
学校最IJ教育一一一一(福江)




!校 延 L代表委員会 (田中・加藤・佐々木・芝村)
!教沢 児童活動学級会活動一(各担任〉
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i年 2年 3年 4年 5年 6年
田代葛寵貰 山)1-小泉 小玉 出口
前田 平出 o森)1 渡部 会川 長井
ド佐々 木 井上 立)1 若林 山道 大平
宮尾 -宗和 大原 山本 池田
兼武石田
長信 佐加藤藤9 掛井 土井 武田

























佐々木 。平出 若手井 土山井本 平井 大平
長尾G1i加藤だ藤 大原 o若林 小玉 武石
宮尾 菅野 !lJ) 1 小泉 山道。詔 A
田代葛龍野 森)1 渡部 。雲間 長井
前田 井上 立)1 俵田 武田 。出口
野中 宗和近増藤沢け 。仲村 島野 石井
宮尾Gε襲撃。森)1 若林 武田 石井
o野中 井上 出JI 山本 平井 武石
田代 宗和 掛井 {表田 会JI o大平
ト佐々 木 平出 立)1 渡部 島野 草野 B
長尾 菅野pli藤け 土井 小玉 。長井




























。田代 平出 森)1 渡部 az 長井
前田 菅野 掛井 j二井 小玉 。武石
宮尾葛籍軍 (1)1 {表田 会)1。石井
佐々木 o宗和 大原 若林 山道 大田平口 a 
長尾 井J二 立川 山本 o平井 兼自
ト一一一一
野中ほ襲警近増藤沢け 。小泉 武田 草野
佐々木 平出 近藤 接出 会)1。大平
/イどど 立JI 山本 UJ道 o草野
宮尾 宗手1] 森)1 若林 。武田 長井
野中 o菅野 大原 土井 池田 B3口 b
田代 井上 掛井 小泉 。小玉 兼自
前田s品尾 増沢 渡部 o島野 武石



















































































































越えた無学年告IJ (nongrad i ng)などに見られる柔軟な指導組織の編成が必要である。 また，さ
らに柔軟な指導組織の編成という点をふまえた上で，特別活動が一つのまとまりのある活動とな
るよう学校の指導組織の中花組織的K確立されるととが望まれるのである。
すでに，歴史的IC，イエナ・プラン (]ena Plan)， ティーム・ティーチング (Team Te-



















































とげた活動へJ， [f'総合教育技術dJ 1982年 1月号 /J~学館 P. 85 ) 









治図書 1975， Iζよって把握するととかできる。そこには，1特別教育活動の基本問題J， i戦












































師が， さらには全校教師が，同時に共同して担当しなければならない ζ ともある。
-教師それぞれの役割分担も教科の担当のように単純ではなく，また，担当する期間は，年
間を通じ 恒常的lζ継続する場合もあれば、 ある期間集中的K担当しなければならないζ と
もある。(真野宮雄「特別活動の経営J，河野・字留田他編「学校と教科外活動」第一法規
1974， P.224 
(8) 字留田敬一氏は， ζの点について次のよう K述べている。「特別活動においては，児童・生




r 特別活動論』前掲書 P. 54) 
(9) 宇留田敬一「特別活動論」前掲書 P.55 
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